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平成２７年９月１８日 

文部科学省大臣官房政策課情報システム企画室 

 

民間競争入札実施事業 

文部科学省行政情報システム及び文化庁行政情報システム 

運用管理業務の実施状況について（案） 

 

 

1. 事業の概要 
「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」（平成１８年法律第５１号）に基づく民間競争

入札を行い，以下の内容により，平成２４年度から文部科学省行政情報システム及び文化庁行政情報シ

ステム運用管理業務を実施している。 

 

(1) 業務内容 

① 運用管理手順書等の作成 

・ 運用管理業務に係る手順書等の作成等を行う。 

② 機器等の管理 

・ ウイルスパターンの更新、セキュリティパッチの適用、チューニング等の機器等の管理を行う。 

③ データ管理 

・ 機器等のバックアップについて、外部記録媒体の集配、交換、廃棄等を行う。 

④ 職員等対応 

・ ハードウェア・ソフトウェアの操作に関する問合せ管理、職員用端末管理、貸出機器管理等を行う。 

⑤ アカウント管理 

・ 各種アカウントの管理を行う。 

⑥ 構成管理 

・ 機器等の構成管理を行う。 

⑦ その他の運用管理業務 

・ 保守要員の支援等を行う。 

 

(2) 契約期間 

平成２５年１月４日から平成２９年１月３日までの４年間 

 

(3) 受託事業者 

新日鉄住金ソリューションズ株式会社 

 

(4) 実施状況評価期間 

平成２５年１月４日から平成２７年３月３１日まで 

 

資料１ 
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(5) 受託事業者決定の経緯 

入札参加者（１者）から提出された文部科学省行政情報システム及び文化庁行政情報システム運用管

理業務における提案書等を審査した結果，当省が定めた評価項目が全て満たされていることを確認した。 

入札価格については，平成２４年１０月５日に開札した結果，予定価格の範囲内であったことから，

新日鉄住金ソリューションズ株式会社が落札者となった。 

 

 

2. 確保されるべきサービスの質の達成状況及び評価 
評価事項 測定指標 評価 

運用管理業

務の回答率 

(ア) 職員等からの問合せに対する当日中の回答

率は９５％以上とすること。回答率は以下の計算

式による。 

回答率（％）＝（当日中の回答数）÷（当日の問

合せ数）× １００ 

期間中の回答率は９９.９%で

あり、かつ月次報告の中で定め

られたレベルを下回った月は

０回であり、サービスの質は確

保されている。 

障害連絡時

間 

(ア) 職員等からインシデントを受け付けた場合

には、すべて１５分以内に一次切り分けを行うこ

と。 

(イ) 統合運用システム又は外部監視により検出

された障害において、保守要員に指示・支援を仰

ぐ場合は、すべて１５分以内に連絡すること。 

職員等からの連絡後１５分以

内に一時切り分けを行えなか

った件数は０件であり、サービ

スの質は確保されている。ま

た、検出された障害に対する指

示・支援の連絡が行えなかった

件数は０件であり、サービスの

質は確保されている。 

作業遅延の

件数 

(ア) 文部科学省が示す所定の期日までに作業が

完了しない件数は０件であること。対象となる作

業を以下に示す。 

・ ウイルス対策、セキュリティパッチの適用等

のセキュリティ管理 

・ 職員用端末の設置、ソフトウェアのインスト

ール等の職員用端末管理 

・ 職員用端末の貸出、設定、リストア等の貸出

機器管理 

・ アカウント登録、メール登録等のアカウント

管理 

・ 人事異動等に伴う課室班等庶務担当者及び組

織コードの管理 

・ IP アドレスの付与、DNS サーバへの登録等の

構成管理 

・ その他、文部科学省が要請する作業 

期間中の完了率は１００%で

あり、かつ月次報告の中で定め

られたレベルを下回った月は

０回であり、サービスの質は確

保されている。 
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運用管理業

務のユーザ

利用満足度

調査 

(ア) 運用管理業務の開始後、年に１回の割合でユ

ーザに対して、次の項目の満足度についてアンケ

ートを実施し、その結果の基準スコア（７５点）

を維持すること。 

・ 問い合わせから回答までに要した時間 

・ 回答又は手順に対する説明の分かりやすさ 

・ 回答又は手順に対する結果の正確性 

(イ) 各質問とも、「満足」（配点１００点）、「ほぼ

満足」（同８０点）、「普通」（同６０点）、「やや不

満」（同４０点）、「不満」（同０点）で採点し、職

員等の３項目それぞれの回答の平均スコア（１０

０点満点）を算出する。 

満足度のアンケートを実施し

ており、平成２５年度は８１.

５９点、平成２６年度は７９.

１４点であり、サービスの質は

確保されている（別紙参照）。 

 

 

3. 実施経費の状況及び評価 
(1) 実施経費 

平成２５年１月から２９年１月まで  １３１，６６４，０００円（税抜） 

 

(2) 経費削減効果 

「平成２４年度の実施経費」※1 － 「平成２５年度の実施経費」※2 

３６，２０５千円（税抜） － ２４，６８７千円（税抜）＝１１，５１８千円（税抜） 

削減率３１．８％   

※1 平成２４年度時点では「運用」と「保守」をまとめて調達しており、上記の金額はこの「運用」の

部分のみの金額である。また、本業務が平成２５年１月より開始することから、平成２４年度の実

施経費は９ヶ月分の金額である。 

※2 平成２４年度の実施経費との比較が行えるよう、上記の平成２５年度の実施経費は落札額の９ヶ月

分の金額としている。 

 

(3) 評価 

平成２４年度と比較して，１１，５１８千円（３１．８％）の経費を削減することができた。 

今回の調達で元々まとめて調達していた「運用」と「保守」を分離した趣旨は、まとめて一括で調達

するよりも分離可能な要素ごとに調達した方が、より安価で優れた提案が為されることを期待したもの

であり、上述のとおり経費を大幅に削減することができた。しかし、他方で結果的に一者応札となって

しまった点は課題であり、改善の余地がある。 

 

 

4. 民間事業者からの改善提案による改善実施事項等 
民間事業者から報告される業務報告書等において、利便性の向上、セキュリティ対策の強化、運用の



4 
 

効率化等の観点から随時改善提案がなされ、実施されている。 

 

（１） 利便性の向上 

・当日申請フローの改善 

当日の PC 等の貸出申請は職員が確認した上で承認を行うという業務フローであったが、事業者側で

貸出対応可能と判断できる場合には事後報告として対応を行うことで、職員不在時の緊急時にも円滑な

貸出が行えるようになった。 

・急な貸出対応のための予備端末の準備 

ノート PC の急な貸出の依頼があった場合に、設定作業が間に合わないために対応できないことが多

かったが、設定やアップデート作業の最適化や、常に必要とされる以上の端末を用意しておく等の対策

により、当日中の申請の多くに対応できるようになった。 

 

（２） セキュリティの強化 

・バージョンアップ情報の把握 

導入済みのソフトウェア等のバージョンアップ情報を常に把握し、文部科学省の環境のセキュリティ

向上のために有用な内容が含まれていれば、職員の依頼を待たずとも率先して提案して、速やかに適用

を行った。 

 

（３） 運用の効率化 

・業務フローの整理 

運用における各種業務のフロー（作業の範囲、各者の役割、手順等）を職員との合意の上で整理して、

両者でメンバの変更が生じた際にも速やかに業務内容を把握できるようになった。 

・設定変更等プロセスの整理 

既存の機器への設定変更等のプロセスを定義して、設定等作業やドキュメント管理を個人の知識に依

存しない体制を構築した。 

 

 

5. 全体的な評価 
本業務は平成２５年１月から実施しており、報告書等によりシステムの運用状況を確認したところ、

職員からの問い合わせに対する当日の回答率は９９.９%であり、また職員からのインシデント対応は１

５分以内で一時切り分けが行えなかった件数が０件であり、当初想定した運用が適正に行われていると

言える。 

また、本業務のユーザ利用満足度調査を実施したところ、基準スコア（７５点）を上回る平均８０.

３点に達していることから、公共サービスの質の維持・向上が確保されているものと評価できる。 

このように、実施要項において設定したサービスの質は確保されており、文部科学省行政情報システ

ム及び文化庁行政情報システム運用管理業務は文部科学省及び文化庁における行政業務を確実に実施

するため、本システムの利用者への継続的かつ安定的なサービスの円滑な提供に資するという目的を達

成しているものと評価できる。 
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 意見招請時には９社から２２件の意見・質問を受けており、入札説明会参加者は６者参加している（入

札説明書受領者は１３者）など、本業務に対する関心は高かったと推察される。また、新規参入を促す

ために業務内容を変更し、元々まとめて調達していた「運用」と「保守」を分離することとし、その意

図が業者に正しく伝わるよう、今回の入札は「運用」の業務だけである旨、改めて入札説明会で説明す

ることとした。こういった状況であったにもかかわらず結果的に１者応札となった要因を当時入札説明

会に参加した業者にヒアリングしたところ２者から回答を得ており、①「同時期の他の案件を落札した

ことから要員が確保できなかった」、②「資料閲覧時点ではシステムの構成が具体的に示されておらず、

リスクが高いので断念した」、③「開札から業務開始までの期間が短い」といった意見が挙げられた。 

 ①に関しては応札業者の経営判断であるので当省としては対応しようがない。②に関しては設計・構

築業務の調達スケジュールを今回よりも早めることで、より具体的な情報を資料閲覧時に提示すること

は可能である。③に関しては、調達スケジュールの見直しにより本業務の調達スケジュールを今回より

も早めることで十分な引継ぎ期間を設けることで解決可能と思われる。 

 

6. 今後の事業 
 

本事業については大幅な経費の削減を実現しており、かつ提供されているサービスの質は測定指標を

達成しているなど、総合的に判断すると良好な結果が得られており、これまで一体として調達を行って

いた「保守」と「運用」を分離するという手法、及び本事業による調達内容は適切であったと考えられ

る。 

他方で、本事業の調達は 1 者応札であり、民間事業者の参入促進のさらなる検討が必要である。今後

の事業にあたっては、これまでの入札監理小委員会における指摘及び内部での検討を踏まえ、設計・構

築業務の調達スケジュールを今回よりも早めることで具体的な情報を提供する、本業務の調達スケジュ

ールを今回よりも早めることで十分な引継ぎ期間を設ける等の措置を行った上で従来の実施要項の内容

を承継して調達を実施していくこととしたい。 
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（別紙） 

文部科学省行政情報システム及び文化庁行政情報システム運用管理業務 

満足度アンケート調査結果 

 

1. 調査対象者 
文部科学省行政情報システム及び文化庁行政情報システムの利用者を対象に、各年度に利用満足度アン

ケート調査を実施した。 

 

調査区分 調査期間 

平成２５年度利用満足度アンケート調査 

回答者数：７２１名 回収率：２５.９% 

平成２６年３月３日（月） 

～ 同年１４日（金） 

平成２６年度利用満足度アンケート調査 

回答者数：７６３名 回収率：２３.８% 

平成２６年１１月６日（木） 

～ 同年２０日（木） 

 

2. 項目別集計結果（各項目：１００点満点） 
(1) 平成２５年度調査結果 

アンケート項目 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 
各項目の 

点数 

お問合せから回答までに要した時間につ

いて満足されましたか。 
49.24% 15.12% 33.43% 1.53% 0.69% 81.99 点 

回答又は手順に対する説明の分かりやす

さについて満足されましたか。 
46.60% 15.53% 35.23% 1.80% 0.83% 80.88 点 

回答又は手順に対する結果の正確性につ

いて満足されましたか。 
47.99% 16.78% 33.29% 1.25% 0.69% 81.88 点 

     
全体の 
平均点 

81.59 点 

 

(2) 平成２６年度調査結果 

アンケート項目 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 
各項目の 

点数 

お問合せから回答までに要した時間につ

いて満足されましたか。 
40.76% 17.30% 37.09% 3.54% 1.31% 78.26 点 

回答又は手順に対する説明の分かりやす

さについて満足されましたか。 
43.38% 17.30% 34.47% 3.15% 1.70% 79.16 点 

回答又は手順に対する結果の正確性につ

いて満足されましたか。 
44.17% 17.30% 34.99% 2.49% 1.05% 80 点 

     
全体の 
平均点 

79.14 点 
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（スコアの算出方法） 

以下３つの質問について、満足（１００点）、やや満足（８０点）、普通（６０点）、やや不満（４０点）、

不満（０点）として、各調査対象者がアンケートに回答した結果の全体の平均点をもって文部科学省行

政情報システム及び文化庁行政情報システム運用管理業務の利用満足度としている。 


